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点

１
　
所
在
地
　
　
　
兵
庫
県
姫
路
市
玉
手

・
町
坪

２
　
調
査
期
間
　
　
第
五
次
調
査
　
一
一〇
〇
五
年

（平
１７
）
八
月
～
二
〇
〇
六

年

一
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
姫
路
市
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
中
川
　
猛

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
弥
生
時
代
～
室
町
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

英
賀
保
駅
周
辺
遺
跡
第
三
地
点
は
、
姫
路
市
南
部
の
標
高
五
～
六
ｍ
の
沖
積

平
野
に
立
地
す
る
。
遺
跡
の
周

辺
は
室
町
時
代
に
は

「伊
和

西
」
と
呼
ば
れ
、
伏
見
宮
家
領

国
衛
別
納
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

遺
跡
が
あ
る
町
坪
の
集
落
内
に

は
、
戦
国
時
代
頃
の
城
館
跡
と

伝
え
ら
れ
る
町
坪
構
居
が
あ
る
。

調
査
は
二
〇
〇

一
年
度
か
ら

区
画
整
理
に
伴

っ
て
実
施
し
て

い
る
。
こ
れ
ま
で
の
調
査
の
結
果
、
弥
生
時
代
の
遺
構
と
屋
敷
墓
を
伴
う
中
世

前
半
の
集
落
跡
、　
一
五
世
紀
以
降
の
集
落
跡
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
町
坪

構
居
に
関
連
す
る
と
考
え
ら
れ
る
遺
構
も
見
つ
か
っ
て
い
る
。

木
簡
が
見
つ
か
っ
た
遺
構
は
、
調
査
区
南
倒
で
検
出
さ
れ
た
木
組
み
井
戸
Ｓ

Ｅ
Ｏ

一
で
あ
る
。
Ｓ
Ｅ
〇

一
は
、
外
側
が
方
形
縦
板
組
隅
柱
横
桟
型
で
、
内
側

が

一
一
枚
の
縦
板
か
ら
な
る
縦
板
組
ほ
ぞ

。
鉄
製
鐘
と
め
の
多
重
構
造
で
あ
る
。

掘
形
は
直
径
約
四
ｍ
、
外
側
の
井
側
が

一
辺
約

一
・
二
ｍ
、
内
側
の
井
側
が
直

径
約

一
ｍ
で
、
深
さ
は
遺
構
検
出
面
か
ら
外
側
、
内
側
と
も
約

一
・
五
ｍ
を
測

る
。
井
戸
内
の
最
下
部
か
ら
は
落
下
し
た
井
側
材
が
出
土
し
て
お
り
、
こ
れ
を

合
わ
せ
る
と
当
初
の
井
側
は
二

・
三
ｍ
以
上
に
復
元
で
き
る
。

紹
介
す
る
木
簡
は
、
内
側
の
井
側
内
の
埋
土
か
ら
出
土
し
た

一
七
点
と
、
外

側
の
井
側
の
う
ち
花
押
が
墨
書
さ
れ
た
二
点
で
あ
る
。
井
側
内
の
木
筒
は
、
年

紀
の
あ
る
も
の
の
出
土
状
況
か
ら
み
て
、
年
代
順
に
廃
棄
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、

別
の
場
所
に
貯
め
置
か
れ
た
も
の
が
井
戸
廃
絶
に
際
し
て
投
棄
さ
れ
た
と
み
ら

れ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
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仁
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②
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］
弊
胆
勢
帯
卑
ノ、 ォ
日
生
百
口
」
　
　
∞罵
×
ぶ
×
ω

ｏ
Ｆ

　

６．

翻

(姫 路)



(4)l101  (9) 俗)

「奉
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応
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評
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島
十
六
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＜
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呈
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々
如
律
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読
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展

若
経
制
力
〕

日

Ц

評掴
姐
胴
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日
日
Ｈ
□

「０
□
国
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ф
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ｏω岸

ω
～
口
は
す
べ
て
板
目
材
で
、
上
部
欠
損
の
ω
⑩
⑭
と
∽
を
除
き
、
上
部
を

圭
頭
に
加
工
し
て
い
る
。
①
①
⑫
⑬
⑭
は
ほ
ぼ
中
央
付
近
で
三
分
の
一
か
ら
三

分
の
二
が
縦
に
割
れ
て
欠
損
し
て
い
る
。
①
０
０
０
⑩
も
左
右
い
ず
れ
か
を
わ

ず
か
に
欠
損
し
て
い
る
。
①
は
下
部
が
折
れ
て
い
る
。
欠
損
し
た
部
分
は
出
土

し
て
い
な
い
。
こ
れ
ら
は
長
さ
三
〇
伽
程
度
の
も
の
と
そ
れ
以
上
の
も
の

（働

∞
）
の
二
つ
の
規
格
が
あ
り
、
小
型
の
も
の
に
は
穿
孔
が
認
め
ら
れ
る
が
、
大

〔奉
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□
口
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日
日
Ｈ
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□
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型
の
も
の
に
は
認
め
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
経
名
の
右
側
に
、
大
股
若
経
で
あ
れ

ば
十
六
善
神
王
、
仁
王
経
で
あ
れ
ば
五
大
力
菩
薩
と
書
き
、
左
側
に
年
月
日
を

書
く
と
い
う
共
通
性
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
⑤
も
主
文
は
読
め
な
い
が
大

般
若
経
転
読
札
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
同
様
に
０
は
仁
王
経
で
あ
ろ
う
。
⑪

～
的
は
墨
痕
を
明
瞭
に
は
読
み
取
れ
な
い
が
、
頭
部
を
圭
頭
状
に
加
工
し
て
い

る
点
と
、
「奉
」
な
い
し
梵
字
が
読
み
取
れ
る
こ
と
か
ら
、
同
様
の
札
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。
⑭
は
上
部
が
欠
損
し
、
墨
痕
も
明
瞭
で
な
い
た
め
不
明
で
あ

る
。
⑫
は
呪
符
木
簡
で
、
裏
面
に
も
墨
書
が
認
め
ら
れ
る
。

⑬
⑬
は
Ｓ
Ｅ
Ｏ

一
の
方
形
井
側
の
隣
り
合
う
縦
板
で
、
掘
形
側
の
面
の
部
材

下
端
か
ら
約
七
五
側
の
並
列
す
る
位
置
に
、
足
利
様
の
花
押
が
書
か
れ
て
い
る
。

一
見
す
る
と
両
者
は
異
な
る
が
、
構
成
要
素
が
共
通
す
る
こ
と
か
ら
、
近
し
い

間
柄
の
人
物
の
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
部
材
に
は
転
用
の
痕
跡
が
認
め

ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
井
戸
構
築
時
に
書
か
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

木
街
の
釈
読
に
あ
た
つ
て
は
、
大
阪
府
文
化
財
セ
ン
タ
ー
の
水
野
正
好
氏
、

姫
路
市
教
育
委
員
会
文
化
課
の
宇
那
木
隆
司
氏
の
ご
教
示
を
得
た
。
ま
た
、
花

押
に
つ
い
て
は
、
大
手
前
大
学
の
小
林
基
仲
氏
、
依
藤
保
氏
、
奈
良
文
化
財
研

究
所
の
山
本
崇
氏
の
ご
教
示
を
得
た
。
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第
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Ⅳ
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水
野
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宿
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一
一
〇
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天
龍
寺
遺

跡
　
葛
西
城
址
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葛
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址
②
　
小
針
北
遺
跡
　
長
須
賀
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里
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遺
跡
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原

条
里
制
遺
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地
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北
下
遺
跡
全
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西
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遺
跡
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Ⅱ
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一
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簡
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釈
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追
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）
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田
Ｂ
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二
〇
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。
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島
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